
令 和 ７ 年 ３ 月 ３ １ 日  

 

 

 滝沢市議会議長  角掛 邦彦 様 

 

 

会 派 名  日本共産党      

代表者名  仲田 孝行      

 

 

   政務活動（調査研究・研修・要請陳情等）実施報告書 

 滝沢市議会の政務活動費の交付に関する条例第９条に規定する使途基準に基づき、政務

活動（調査研究・研修・要請陳情等）を実施したので、報告します。 

 

記 

 

１ 期日 

  令和６年５月８日（水） から 令和６年５月９日（木） まで 

 

２ 活動場所  

  東京都立多摩図書館セミナールーム  

  （東京都国分寺市泉町２丁目２－２６） 

  ※講義が実施されたのは上記の場所だが、今回はＺＯＯＭ（オンライン）にて参加し

たため、議員自宅から講義を視聴した。  

 

３ 参加者 

  仲田 孝行（ＺＯＯＭ（オンライン）にて参加）  

 

４ 活動内容  

  別紙のとおり  

 



政務活動シート 
調査主体：日本共産党   

調査項目名称 調査研究（視察含む）  ・  研修  ・  要請陳情等 

活動の理由 

及び 

その目的 

地域経済と地域産業～地域と住民生活を守るための地域産業

循環・市町村の役割～をテーマに、東京大学大学院特任教授鈴

木宜弘氏による講義「日本の食と農をどう守るか」があるのを

知り、また、中央大学名誉教授八幡一秀氏の中小企業振興条例

に関する講義や元日本福祉大学教授石川満氏の生活保護制度に

関する講義もあることから、ＺＯＯＭにて受講しました。 

活動概要 

●実施日 

 令和６年５月８日（水）から令和６年５月９日（木）まで 

 

●場所 

 東京都国分寺市泉町２丁目２－２６ 

 東京都立多摩図書館セミナールーム 

 ※講義が実施されたのは上記の場所だが、今回はＺＯＯＭ（オ

ンライン）にて参加したため、議員自宅から講義を視聴し

た。 

 

●内容 

日時 令和６年５月８日１３時～１５時 

講義 日本の食と農をどう守るか 

講師 鈴木宜弘氏（東京大学大学院特任教授） 

 

日時 令和６年５月９日１０時～１２時 

講義 生活保護制度をつかいやすいものに 

講師 石川満氏（元日本福祉大学教授） 

 

日時 令和６年５月９日１３時～１５時 

講義 地域社会における中小企業の役割と中小企業振興条例 

講師 八幡一秀氏（中央大学名誉教授） 

 



令 和 ６ 年 ６ 月 ２ ６ 日  

 

 

 滝沢市議会議長  角掛 邦彦 様 

 

 

会 派 名  日本共産党      

代表者名  仲田 孝行      

 

 

   政務活動（調査研究・研修・要請陳情等）実施報告書 

 滝沢市議会の政務活動費の交付に関する条例第９条に規定する使途基準に基づき、政務

活動（調査研究・研修・要請陳情等）を実施したので、報告します。 

 

記 

 

１ 期日 

  令和６年５月３０日（木） から 令和６年５月３１日（金）  まで 

 

２ 活動場所  

明治大学アカデミーコモン棟３階  アカデミーホール  

（東京都千代田区神田駿河台１－１）  

 

３ 参加者 

  仲田孝行  

 

４ 活動内容  

  別紙のとおり  

 



政務活動シート

活動成果

　日本自治創造学会主催による、自治体行政や地方議会の在り方について、総合的に学べ
る研修会を知り、特に、当市議会のアドバイザーでもある、大正大学教授の江藤俊昭氏によ
る「新たな地方議会の創造”議会からの発信”「住民自治に根幹」としての議会の作動」の講
演について
１　地方議会議員は不正をすれば、地域住民からリコールされることがあるが、国会議員には
それがない。地方政治に民主的制度が残されている。
２　地方議会では議会改革が進み、議会サイクルを回すことによる「政策提言」に至っている
先進議会もあることから、追認機関ではなく、首長と政策競争する時代になっている。
３　「自治体通信」に江藤教授のコラム掲載あり。

所感
　自治体行政（人口減少自治体等）や地方議会の今後の在り方、子どものいじめ自殺予防の
取り組みなど、内容が非常に盛りだくさんで、テキストを再度読み返し自分のものとして、今後
の議員活動に活かしていきたいと強く思いました。

活動概要

●実施日
　令和６年５月３０日（木）から５月３１日（金）まで

●場所
　明治大学アカデミーコモン棟３階　アカデミーホール
　（東京都千代田区神田駿河台１－１）

●内容
◇国と地方の基本的課題
・地方自治体の目指す道　　吉川　洋（東京大学名誉教授）
・個性ある自治体づくり　　牛山　久仁彦（明治大学政治経済学部教授）
◇新たな地方議会をつくる
・「政策議会」の理論と実践　　土山　希美枝（法政大学法学部教授）
・新たな地方議会の創造“議会からの発信”「住民自治に根幹」としての議会の作動　　江藤
俊昭（大正大学地域創生学部教授）
◇発想を変えた自治体づくり
・賢く収縮するまちづくり　　青野　高陽（岡山県美咲町長）
◇義務教育の最重要課題
・今、求められる子どもの自殺予防　　新井　肇（関西外国語大学外国語学部教授）
◇デジタルで地方を変える
・デジタル導入の価値を考える　　河野　太郎（デジタル大臣　衆議院議員）
◇自治体を守る
・地方自治体と防災ＤＸー令和６年能登半島地震を踏まえー　　臼田　裕一郎（国立研究開
発法人防災科学技術研究所　総合防災情報センター長）
・住民目線のまちづくり“都市の正義が地方を壊す”　　山下　祐介（東京都立大学人文科学
研究科教授）

調査主体：日本共産党

調査項目名称 調査研究（視察含む）　　・　　研修　　・要請陳情等

活動の理由
及び

その目的

　日本自治創造学会主催による、自治体行政や地方議会の在り方について、総合的に学べ
る研修会を知り、特に、当市議会のアドバイザーでもある、大正大学教授の江藤俊昭氏によ
る「新たな地方議会の創造“議会からの発信”「住民自治に根幹」としての議会の作動」等の
講演があることから本研修に参加しました。



第１６回 ２０２４年度 日本自治創造学会 研究大会 

研修行程表 

【日 時】   

１泊２日（５月３０日（木）から５月３１日（金）まで） 

 

初日（5/30）  

  盛岡駅発（はやぶさ１４号）       ９：５０ 

  東京駅着               １２：０８ 

東京駅～御茶ノ水駅（中央線）     １２：２０ 

御茶ノ水駅から徒歩にて会場へ     １２：３０ 

会場  明治大学アカデミーコモン棟３階 アカデミーホール 

（東京都千代田区神田駿河台１－１） 

研修初日               １３：００～１８：１０ 

 

宿泊先  お茶の水ホテルジュラク 

     （東京都千代田区神田淡路町２－９） 

 

２日目（5/31） 

ホテル発会場着            ９：００～ ９：３０ 

研修２日目             １０：００～１５：０５ 

 

ホテル発東京駅へ移動（中央線御茶ノ水駅～池袋駅） 

   池袋～大宮～盛岡駅 

大宮駅発（はやぶさ４５号）    ２０：４１ 

 

  盛岡駅着             ２２：２７ 

 

  帰宅 



令 和 ７ 年 ３ 月 ２ ６ 日  

 

 

 滝沢市議会議長  角掛 邦彦 様 

 

 

会 派 名  日本共産党      

代表者名  仲田 孝行      

 

 

   政務活動（調査研究・研修・要請陳情等）実施報告書 

 滝沢市議会の政務活動費の交付に関する条例第９条に規定する使途基準に基づき、政務

活動（調査研究・研修・要請陳情等）を実施したので、報告します。 

 

記 

 

１ 期日 

  令和７年３月２４日（月） から 令和７年３月２５日（火）  まで 

 

２ 活動場所  

  東京都新宿区西新宿７丁目２１－３  

  リファレンス西新宿大京ビル  ２階 

 

３ 参加者 

  仲田 孝行 

 

４ 活動内容  

  別紙のとおり  

 



政務活動シート 
調査主体：日本共産党  

調査項目名称 調査研究（視察含む）・研修・要請陳情等 

活動の理由 

及び 

その目的 

地方議員研究会のＣＫセミナー事務局より、人口減少社会に

おける出産と子ども子育て支援政策の問題点と課題、地方財政

の基礎「歳入」、地方財政の基礎「歳出」について甲南大学経済

学部の足立泰美教授による講義があることを知り、同教授が内

閣府「税制調査会」の委員や神戸市の「今後の神戸市の子育て

施策に関する有識者会議」の委員も務めていることから、有意

義な学びを得られるのではないかと思い参加した。 

活動概要 

●実施日 

 令和７年３月２４日（月） から 令和７年３月２５日（火） 

まで 

 

●場所 

 東京都新宿区西新宿７丁目２１－３ 

 リファレンス西新宿大京ビル ２階 

 

●内容 

 データで読み解く人口減少対策 

 講師：甲南大学経済学部 教授 足立泰美 氏 

（３月２４日） 

人口減少社会における出産と子ども子育て支援政策の問題点

と課題 

（３月２５日） 

 地方財政の基礎「歳入」 

地方財政の基礎「歳出」 

活動成果 

1966 年の「ひのえうま」時の合計特殊出生率が 1.58 となり、

その 20 年後に 1.57 となって政府の少子化対策が動き出した。

だが、出産の実態は 50 年代は女性の初婚年齢は 23 歳、第一子

を産む年齢は 24.4 歳であるのに、2014 年には初婚年齢は 29.4

歳となり第一子を産む年齢も 30.6 歳になり晩婚化、晩産化の傾

向が進んだ。1.57 ショック後、エンゼルプランや新エンゼルプ

ラン等が施行されたが功を奏さなかった。今後の課題を学んだ。 

歳入では、地方交付税の確保が課題。臨財債の抑制も。 

歳出では、歳出構造と社会保障費を重視。目的別と性質別歳出

を注視すること。 

全体的には非常に勉強になった。 

子育て支援政策では、女性の晩婚化の背景にあるジェンダー

問題が気になった。 



 今後の支援については、子ども家庭庁の奮闘に期待したい。

放課後児童クラブの待機児童への支援、保育士等の抜本的な処

遇改善、こどもの安全・安心の確保等課題は山積しているが、

その他ひとり親家庭等の実情を踏まえ寄り添う支援も求められ

ている。 

歳出で、今後の取り組みとして地方自治体がデジタル田園都市

国家構想総合戦略の全体像を取り上げているのは強い違和感が

残った。 

 今回学んだことを、今後の本市の施策や予算等の審査に生か

したい。 

 

 



研 修 行 程 表 

年 月 日 時  刻 行  程 

令和 7年 3月 24日 

（月） 

 

9：50～12：08 

 

12：22 

12：43 

 

14：00～18：10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡駅⇒東京駅（はやぶさ 14号） 

 

東京駅⇒西新宿（東京メトロ丸の内線） 

会場着（１番出口より徒歩 1分） 

 

【研修】 

リファレンス西新宿大京ビル２階 

（東京都新宿区西新宿７丁目 21-3） 

「地方議員研究会 

データで読み解く人口減少対策」 

 

【宿泊】 

西鉄イン新宿 

（新宿区西新宿 7丁目 23-2） 

 

 

令和 7年 3月 25日 

（火） 

 

9：20 

 

10：00～16：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

18：20～20：33 

 

 

 

 

ホテル発 

 

【研修】 

リファレンス西新宿大京ビル２階 

（東京都新宿区西新宿７丁目 21-3） 

「地方議員研究会 

データで読み解く人口減少対策」 

 

 

西新宿駅⇒東京駅（東京メトロ丸の内線） 

 

東京駅⇒盛岡駅（はやぶさ 37号） 

 

 

 

 

 

 


